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資金使途基準の見直しについて
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【制度概要】
〇根拠法令

・静岡県特別政策資金融資制度要綱 第１
 「県内中小企業者等が県等公共団体の行う特定施策に対応するため
  （中略）利子補給金を交付するものと（中略）する」

〇特定施策

特定施策とは？
→県が展開する様々なプロジェクトを指す。本説明では令和７年度から展開する
「静岡ウェルネスプロジェクト」と定義する。

〇制度概要（まとめ）

上記より、「静岡ウェルネスプロジェクト」の主旨（資金使途基準）に合致する
事業に対し、利子補給を行う制度



【見直しの経緯】

・令和２年度～令和６年度まで施策展開されていた「フー
ズ・ヘルスケアオープンイノベーションプロジェクト」が
令和７年度より「静岡ウェルネスプロジェクト」刷新され
ることに伴う資金使途判断基準の見直し



【申請の流れ】

申請者
金融機関 商工金融課 当センター 商工金融課

申請
稟議
回付

資金使途
確認

金融機関 申請者

承認
通知 融資

〇本申請

〇事前相談

・資金使途判断表の内容のみ当センターにて確認。

・センター担当者とのメールのやりとりにて確認可。判断表の修正等。

・あらかじめ適当な判断表に修正し、以下の本申請にてスムーズな審査手続きを行うねらい。

〇基本的な流れ

事前相談 本申請



【資金使途判断表】

・融資金額の内訳を記入
・算定根拠も記載する

・資金使途基準（後述）より合致するものを選択

・具体的な資金使途（事業内容）を記載する。
 （融資を利用し、どのような製品製造やサービス展開
  等を行うか）
・上記の内容の差別化、独自性及びその根拠を記載する。
◎【重要】上記内容にて資金使途の適否を判断します。



【資金使途基準】
〇現在の資金使途基準（R6までのプロジェクト）

対象資金 
高付加価値型食品等又は食を中心としたヘルスケアサービス等の研究、開発、

製造、販売に必要な設備資金、運転資金 

高付加価値型 

食品等 

高付加価値型食品等とは、以下のものとする。ただし、既存製品は類似品と

の差別化や独自性があるもの、新製品は新規性や先駆性があるもの。 

（１）先端科学技術拠点等と連携した食や化粧品などの製品 

（２）時代に即した競争力のある付加価値の高い製品 

（３）健康機能の維持増進を目指した製品 

（４）多様なライフスタイルを踏まえた製品（ハラール等への対応を含む） 

（５）生産性向上に寄与する加工機械 

（６）輸出を目指した製品 

（７）その他、当プロジェクトに資すると判断されるもの 

食を中心とした

ヘルスケア 

サービス等 

食を中心としたヘルスケアサービス等とは、新規性や先駆性のある以下のものとする。 

（８）リビングラボや健康データを活用した新サービス 

（９）超高齢社会を踏まえた新サービス 

（10）健康素材を組み合わせた健康食の展開  

（11）その他、当プロジェクトに資すると判断されるもの 

 



【資金使途基準】
〇令和７年度４月以降の資金使途基準（R７からのプロジェクト）

対象資金 
未来型食品等又はウェルネスサービス・製品等の研究、開発、製造、販売に必要

な設備資金、運転資金 

対象製品

等の種類 

未来型食品等 

・対象食品等は、以下のものとする。 

（１）食の社会課題解決に資する加工食品 

（２）高付加価値食品 

（３）食品素材を活用した化成品 

（４）対象食品等の付加価値又は生産性の向上に寄与する製

品・加工機械 

（５）その他当プロジェクトに資すると判断される対象食品等 

ウェルネスサ

ービス・製品等 

・ウェルネスサービス・製品等とは、ウェルネス・フーズ産業

支援センターによる支援実績のあるサービス・製品等、かつ

公的医療保険・介護保険及びその他個別法による許認可が必

要なサービス・製品を除いた以下のものとする。 

（６）食とウェルネスを掛け合わせたサービス 

（７）自然・温泉等の観光資源を活用したウェルネスツーリズ

ム 

（８）センシング技術を活用した健康増進に資する製品 

（９）健康経営推進サービス 

（10）その他当プロジェクトに資すると判断されるウェルネス

サービス・製品等 

 



【資金使途基準】
〇資金使途基準の見直し概要

・新プロジェクトでは、新たに「未来型食品等」「ウェルネスサービ 
 ス・製品等」が定義されたため、それに係る資金使途基準に見直し

・基本的に新プロジェクトは旧プロジェクトの内容を含んでいるため、
 旧資金使途基準に合致していた従来の案件を新基準に置き換えること 
 が可能。
 →従って過去の申請案件の再申請であっても新プロジェクト・新基準  
 で対応可能※

※例外の可能性もあるため事前相談にて確認要。



【資金使途判断表のポイント】

①差別化要素等の記載

②差別化要素等の模倣困難性（独自性）

③上記①②の根拠

・資金使途判断表には、資金使途である製品やサービスの内容の他、
 それらを補足する以下の根拠情報の記載、添付が必要

・当該根拠も含め、資金使途の適否を判断【最重要】

〇必要な根拠情報等



【資金使途判断表のポイント】

・新規性、優位性

・品質

・市場競争力

・製造又は提供技術

・客観的評価（分析結果、特許、受賞歴等）

・その他差別化等要素と判断できるもの

①差別化等要素



【資金使途判断表のポイント】

・①で説明した差別化要素が容易に競合他社に模
 倣されないかを確認する要素

（例）市場にない（新規性）の製品を開発しても、
    それが容易に模倣される場合は真に新規性
    （差別化）があるとは言えない

  →独自の製造技術や特許等、独自性の補足が必要
  （①の説明で既に独自性も担保されている場合
   は記載不要）

②差別化等要素の模倣困難性（独自性）



【資金使途判断表のポイント】

・①②で記載した内容を客観的かつ可能な限り定量的
（数値比較できる）に補足する根拠

 例１）差別化要素
  「県内類似製品の中で一番〇〇の栄養素が多い」
 →（根拠）当該栄養素の成分表：自社、他社と比較※
   ※ただし、比較する製品は製品コンセプトや価格帯等  
    の条件を揃えること

 例２）模倣困難性
   「県内では自社にしか製造できない」
 →（根拠）特許、認証、製造工程等

③　①差別化要素・②模倣困難性の根拠



【資金使途判断表のポイント】

【差別化】
当社の製品には〇〇という成分が〇〇ｇ含まれており、これは
市場の製品の〇〇倍である（別添市場調査資料参照）。

【模倣困難性】
当該製品の製造方法は特許を取得（特許番号〇〇〇号）してお
り、それにより前述の成分含有量が担保できる。

〇資金使途判断表記載例

〇まとめ

差別化要素と模倣困難性を客観的かつ可能な限り定量的な根拠
をもって説明すること



【資金使途判断表のポイント】

・融資金額を記載する際は算定根拠を示すこと
  例）製造経費＝コスト×製造予定数量 など

・過去に本制度を利用し、再度申請をする場合、その理由及び
 過去に利用した際の特定施策（プロジェクト）に対する成果
 を判断表に付記すること。
  例）売上成果、県内産原料の認知度向上、等

〇補足

・本制度を利用する際は、当センターのフォーラム会員（無料）
 が必要です。
 フォーラム会員登録により、プロジェクト参画の意向を確認し  
 ます。



【お伝えしたいこと：本制度の主旨の考え方】

静岡県特別政策資金融資制度要綱 第１
「県内中小企業者等が県等公共団体の行う特定施策に対応す 
るため（中略）利子補給金を交付するものと（中略）する」

〇根拠法令（再掲）

・経営難等を支援する制度ではないこと
 →プロジェクトをさらに推進する事業者のための前向きな制度
 →経営難等を支援する機動的な制度ではない

例）決算時期に間に合わせたいため早めに資金使途判断をしてほ 
  しい→ご対応できない場合があります。



【お伝えしたいこと：本制度の主旨の考え方】

・資金使途基準の根拠は必ず情報ソースを確認すること
※事業者様のヒアリング情報のみでは誤っている場合があります。

例）特許が有効である  → 特許が期限失効していた
  県内では類似製品製造会社は無い → 複数存在していた

     実際には資金使途の根拠が成立しない可能性

・上記の理由以外にも、制度の不正利用が認められた場合、
当該申請に係る既に交付した利子補給金の全部又は一部の返還を
求められる場合（要綱第18）や、以後の同制度の利用不可（要綱
第14)となる可能性があります。



【お問い合わせ】

（公財）静岡県産業振興財団
   フーズ・ヘルスケアオープンイノベーションセンター
 （Ｒ７.４月より「ウェルネス・フーズ産業支援センター」）
  TEL：054-254-4513
  FAX：054-253-0019
  E-mail：newfoods@ric-shizuoka.or.jp
  制度融資担当宛

mailto:newfoods@ric-shizuoka.or.jp

